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見解

「我が国の衛星地球観測に関する
統合的戦略立案について」

概要紹介

日本学術会議
第25期地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会
地球観測衛星将来構想小委員会委員長

東京大学大気海洋研究所

高薮 縁 （たかやぶ ゆかり）

見解発出の背景
2017年提言「我が国の地球衛星観測のあり方について」
2020年提言「持続的な人間社会の基盤としての我が国の地球衛星観測
のあり方」

→地球衛星観測の政策決定に関する省庁間の風通し、利用者と
省庁のボトムアップ、トップダウンの情報伝達の改善、地球衛
星観測のプログラム化を提言。

• 世界で記録的な大洪水や干ばつ等の極端現象の被害が後を
たたず、人類は気候危機を実感。

• 2021年「気候変動に関する政府間パネル第６次評価報告
書」（IPCC AR6）は、人間活動に起因する気候危機に警
鐘。対策が急がれる。

• 新型感染症の拡大やウクライナでの戦争の長期化は、地球
環境問題を複雑化。

• 地球システムの科学的理解が深まり、衛星観測データは社
会的・経済的な意思決定にも利用されるように。

• IT化の発展→地球衛星観測による大量データは、科学的＋
経済的に価値の高い資産。

• 社会課題解決と経済成長実現を目指すデジタルトランス
フォーメーション（DX）、脱炭素化社会を目指すグリーン
トランスフォーメーション（GX）を加速するためのオープ
ンサイエンスの推進。

• 衛星に関わる広い分野での人材の継続的確保の必要性

資料６



見解の骨子
1. 気候変動対策の科学的基盤と国際協力の要としての地球衛星

観測の必要性
複雑化した地球環境問題に適切に対応するため、常に最先端
の科学的知見とエビデンスに基づく行動をとる必要がある。

2. 我が国の地球衛星観測の統合的戦略立案の必要性
気候変動対策は重要な「社会経済安全保障」であり、継続的
で高精度な地球衛星観測は地球環境保全システムにおいて
不可欠なインフラである。社会のIT化と共に地球衛星観測
ビッグデータの民間企業による利用も進んでいる。政府機
関と学術界を中心とする研究開発利用に加え、産業界の活
動も踏まえた統合的な推進戦略立案の必要がある。

3. オープンサイエンスの推進
国は、デジタルプラットフォーム、オープンサイエンスに伴
う社会と科学の関係の変容を考慮し、地球衛星観測データ
は社会の財産であるという認識の下、長期継続性と信頼性
が担保された安定したデータアーカイブ体制構築のため投
資することが必要である。

4. 統合的戦略の実現のための様々な視点での人材育成の推進
国は、将来に見込まれる地球衛星観測を活用した社会構築の
ため、計画的に幅広い分野の人材育成に注力すべきである。



https://gcos.wmo.int/en/essential-climate-variables/table

赤枠：衛星により観測できる変数(時間発展数
値モデル利用の同化過程を含まない。地球観測
衛星将来構想小委員会の議論により選定。）

必須気候変数（55）

世界気象機関（WMO）が発行す
る全球気候システム（GCOS）
実施計画書によって定義

80％を人工衛星が観測実証
→科学的エビデンスの蓄積



宇宙基本計画工程表 （令和5年6月13日）
「官民のデータ利活用」、宇宙活動を支える総合的基盤としての「技術・産業・人材基盤の強化」など、新しい取り組みも充実した

宇宙技術戦略の策定・ローリング



Targets (JFY: Apr-Mar) 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031
災害対応・陸域モニター
JERS1/OPS, SAR (1992-1998)
ADEOS-I/AVNIR
ALOS/AVNIR2, PALSAR (2006-
2011)

気候システム
•気候変動
ADEOS-I/OCTS (1996-1997)
ADEOS-II/GLI (2003)

•水循環
TRMM/PR (1997-2015)
ADEOS-II/AMSR (2003)
Aqua/AMSR-E (2002-2011)

•温室効果ガス

日本の地球観測衛星 （注：宇宙基本計画工程表に準拠）

5On orbitMission status Developing Planning

気象庁 静止気象衛星

Completed

[Land and disaster monitoring] 

ALOS-4 (Radar)
[Land and disaster monitoring] 

ALOS-3 (Optical) *Failed to enter orbit
[Land and disaster monitoring] 

GCOM-C / SGLI
[Vegetation, aerosol, cloud, SST, ocean color]

[Cloud and aerosol 3D structure]
EarthCARE / CPR

with ESA

GPM / DPR
with NASA[Precipitation 3D structure]

[Wind, SST, water vapor, rainfall]
GCOM-W / AMSR2

PMM (precip. radar with doppler)

GOSAT-GW / AMSR3

ALOS-2 / PALSAR-2

[Wind, SST, water vapor, rainfall]

GOSAT-GW / TANSO-3
MOE mission[CO2, CH4, NO2][CO2, CH4] with MOE

[CO2, CH4, CO] with MOE
GOSAT-2

GOSAT 

Himawari-9 (standby)
Himawari-8 Himawari-8 (standby)

Himawari-9
Himawari-10

AMSR-2 
Successor Sensor

TANSO-2 
Successor 
Sensor

JAXA EORC 可知美佐子氏提供
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産・学・官 地球観測アドバ
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省

地球衛星観測コミュニティ
タスクフォース会合（TF）

統合的戦略立案
の概念

https://earth.jaxa.jp/conseo/
https://earth.jaxa.jp/conseo/


教室形式からラウンドテーブルへ
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地球観測
データ利活用

一人一人が世界一を目指す！

複雑化した地球環境問題
データアーカイブ・利用拡大
人材育成 etc.

画 by YNT & IT

• 各々の分野（ミッション）が、衛星観測を可能にする基
礎研究と、観測データを応用する側のニーズに基づくア
イデアとを車の両輪として発展。

• データの民間利用、社会実装も各々の分野を中心に開拓。
• 分野間シナジーのための情報交換に努力が必要。

• 分野間相互理解の向上→市民からの理解も向上。
• 複合利用→複雑な地球環境問題への取組み。
• 基礎研究、応用研究から社会実装までを含む広い視点で新た
な付加価値を創造。

• 地球観測衛星の効果的な運用と利用拡大のための、強固な分
野間連携体制。

• 民間企業のビッグデータなど、利用者の拡大とさらなる投資。
• 広い分野での効率的な人材育成。
• 発展的継続：持続的国際貢献

ラウンドテーブル化による分野間情報交換！



モデレータ 沖 大幹（日本学術会議第三部会員、東京大学大学院工

学系研究科教授）

・省庁パネリスト

（環境省）岡野 祥平（環境省地球環境局総務課気候変動観測研究戦略室
室長 ）

（気象庁）濱田 修（気象庁情報基盤部気象衛星課課長）

（総務省）扇 慎太郎（総務省国際戦略局宇宙通信政策課課長）

（内閣府）滝澤 豪（内閣府宇宙開発戦略推進事務局参事官）

（経済産業省）伊奈 康二（経済産業省製造産業局航空機武器宇宙産業課
宇宙産業室室長）

(文部科学省) 竹上 直也（文部科学省研究開発局宇宙開発利用課企画官）
・産業界パネリスト

新井 邦彦（地球観測データ利用ビジネスコミュニティ(BizEarth)幹事）

・学術界パネリスト

白坂 成功 （内閣府宇宙政策委員会委員、慶應義塾大学大学院システ

ムデザイン・マネジメント研究科教授）

沖 理子（JAXA EORCセンター長）

金谷 有剛（JAMSTEC地球環境部門地球表層システム研究センター長）

安中 さやか（東北大学大学院理学研究科教授）

江口 菜穂（九州大学応用力学研究所准教授）

活発な討論となり、参加者および官・産・学の
各パネリストからも好評でした。

パネル討論：パネリスト 12名

Key Questions：
1. 衛星地球観測ならではの科学・社会への貢献の良い例は？
2. これまでの宇宙からの地球観測（の戦略）で欠けていたものは？
3. 「統合的戦略的立案」にはこれまでと違う何を期待されますか？
4. 「統合的戦略的立案」に向けてどのような具体策が考えられるか
5. 「統合的戦略的立案」を妨げるものは？解決策について
6. 「統合的戦略的立案」にどのようにかかわり、実行を先導していた

だけますか？

公開シンポジウムの開催 2023.09.12   現地参加者 161名
第１部＋第２部 ８講演
第３部 パネル討論
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ご清聴ありがとうございました

12/03/2023 洞峰公園
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